
タイトル: インド・オディシャ州における舞踊家・小野雅子の文化創造 

講師： 小野雅子 (舞踊家・MUDRA foundation代表)
松尾邦彦 (演出家・メディアアーティスト)
小林三旅 (映像作家)

コメンテーター： 稲田奈緒美 (舞踊評論家・慶應大学理工学部非常勤講師)
日時： 2016年9月30日(金) 18時～20時
場所： 慶應義塾大学三田キャンパス ノグチルーム (定員４０名：先着順)
お問合せ先： imoto.yuki＠gmail.com (井本由紀)
共催： 三田哲学会

http://mitatetsu.keio.ac.jp/index.html


Information on LECTURE 

title: Art creation by an Odissi dancer Masako Ono in Odisha, India
lecturer: Masako Ono (dance artist, MUDRA foundation managing trustee)

Kunihiko Matsuo (director/media artist)

Mitabi Kobayashi (video  artist)
Commentator: Naomi Inata (dance critic/lecturer at KEIO Univ)

date: 30th, Sep, 2016 18:00 - 20:00 
venue: Noguchi Room, KEIO University Mita Campus (40 seats only)
enquiry: imoto.yuki@gm,il.com
Supported by Mita Philosophy Association

http://il.com
http://mitatetsu.keio.ac.jp/index.html


【概要】 
本シンポジウムでは、古典インド舞踊家小野雅子氏の芸術と社会活動を「オディシャ・ビエンナーレ」と「ドクラプロジェクト」の事例を中心に報告する。 
オディシャ・ビエンナーレは、古典舞踊やコンテンポラリーダンスなどのパフォーミングアーツを軸に、映像、ファインアート、デザイン、ファッション等、様々
な分野のアーティストがオディシャに世界各地から集い、創造的な表現の場を継続的に育むことを目指している。小野氏はオディシャ・ビエンナーレが目指す文化
創造のあり方を次のように説明している： 
「インドや日本のアジアの美は、大衆文化や日常性を併せ持つものから離れることができないリアリティと芯の強さをその美の中に含んでいます。オディシャビエ
ンナーレでは、インド文化が持つ様々な美意識を軸に、インドと日本、またはインドと各国の美の基準が混ざり合い、既存の美術の枠を越え世界的な視点を持っ
た、アジア的な新しい芸術観が創造されることを目指しています。」  
本シンポジウムの第一部では、舞踊評論家稲田奈緒美氏と演出家松尾邦彦氏を迎え、オディシャビエンナーレが目指す「アジア的な芸術観」の意味と意義を掘り下
げていく。 
 
シンポジウムの第２部では、映像作家小林三旅氏と小野雅子氏が中心となり「ドクラプロジェクト」について報告する。ムドラーファウンデーションはラタン・タ
タ・トラストの支援のもと、オディシャ州の伝統工芸ドクラDhokraに焦点をあてたプロジェクトを２００９年に始めている。ドクラは4000年前から続くとされる
製法（ロストワックス製法）による真鍮細工であり、オディシャ州南部の60以上もの部族民の一部の集落によって作られている。ドクラを作る集落の人々は従
来、生活用品や神像などを作り周辺の部族民と物々交換をしていたが、現在はドクラの置きものやネックレスを土産品として作り、現金に換え生活している。収入
は月収2000~3000ルピー(家族単位)と推定されている。ムドラーファウンデーションは、ドクラを作る三つの集落において人々の生活様式、美意識、経済観念を調
査し、記録し、本として出版した（２０１６年１０月出版予定）。小野氏は、「今後は日本のアーティストやデザイナーに協力を仰ぎ、世界中で販売できるような
付加価値の付いた商品企画を作る」ことを目指しているという。本シンポジウムでは、アートと文化人類学の観点から、ドクラプロジェクトの今後の展開と可能性
について探る。 



【小野雅子氏 略歴】 
東京都出身インドオディシャ州在住。モダンダンス、ヒップホップ等を経て、1996年からオディッシーダンスを学ぶために渡印。世界レベルのインド舞踊家を育成
輩出するインド舞踊名門校ヌリッティアグラムに入門。 1998年からヌリッティアグラムのダンサーとして、数多くの公演活動をするとともに、日本でレクチャー・
デモンストレーションやワークショップを開く。2001年からソロ公演を始め、世界各国にて公演。2007年から日本人としては唯一のインド政府公認オディッシー
ダンサーとなり、同年、NHK BS1「ファーストジャパニーズ」に出演。2008年NEWSWEEK誌「世界が最も尊敬する日本人100人」の一人として選ばれる。現在
は、ソロ公演を中心に活動するとともに、コンテンポラリーダンサーやフュージョンミュージシャンとのコラボレーションによるタントリックダンスのパフォーマ
ンスも展開している。2009年にムドラーファウンデーションを創設。2012年にオディシャビエンナーレを始動。



【講演会報告】 
9月30日のシンポジウムは、舞踊家・小野雅子氏のオディッシーのパフォーマンス（純粋舞踊・サヴェリパッサヴィー）から始まった。その後、小林三旅氏を中心
に、ムドラー・ファウンデーションの活動である「ドクラ・プロジェクト」の報告があり、ドクラの製法過程の映像が紹介された。何千年も続くとされる製法の
技術を「改善・改良」する、あるいは「伝統」「芸術」としての価値を見出す、という意識が集落の人々にはないことに小林氏は焦点を当てている。現時点ではド
クラプロジェクトは製法の記録活動のみを行っているが、今後、（日本人芸術家を中心とする）ムドラー・ファウンデーションは現地とどのような姿勢で協力を
し「文化創造」を行うべきなのか、という問いに取り組むことの重要性とその難しさが明らかになった。次に、松尾邦彦氏を中心に、ムドラー・ファウンデーショ
ンのもう一つの柱である「オディシャ・ビエンナーレ」の紹介があった。オディシャ州ではコンテンポラリー・アートはこれまでほとんど上演・展示されることが
なく、そのような「文化」「芸術」に対する一般的な認識が希薄であることが指摘された。オディシャ・ビエンナーレを世界的に知られる芸術祭へと育てる目標
とともに、オディシャ州現地に根ざした文化創造の重要性が議論された。インド現地で２０年以上暮らし、オディシャの自宅兼スタジオ・スクールから芸術教育活
動を発信している小野雅子氏を中心に、従来の西洋中心モデルから脱却した新しい芸術祭づくりのあり方を模索する必要性が語られた。


